
調製法①　添付溶解液を使用する場合
本剤の添付溶解液にはエタノールが含まれているので、アルコール
に過敏な患者には使用しないこと。投与前に必ず問診等を実施して
アルコール過敏の有無を確認し、アルコールに過敏な患者へ投与す
る場合は、右記の方法（調製法②）で調製すること。

1 タキソテール点滴静注用と添付溶解液（20mg製剤と80mg製剤）
タキソテール点滴静注用バイアル及び添付溶解液を用意する。

2 調製用のシリンジとニードル
添付溶解液を全量抜き取るには、80mg製剤には10mLシリンジと
18G～22Gニードルが、20mg製剤には2.5mL～５mLシリンジと21G
～23Gニードルが推奨される。

3 添付溶解液の抜き取り
添付溶解液は、必ず全量（80mgバイアル；約７mL、20mgバイア
ル；約1.8mL）を抜き取り、タキソテール点滴静注用バイアルに
注入する。抜き取る時は、バイアルを倒立させ斜めにし、バイア
ルの肩に溜めた溶解液を抜き取るようにする。

4  プレミックス液（タキソテール点滴静注用と添付溶解液の混合液）
の調製
添付溶解液を注入した後、直ちにタキソテール点滴静注用バイア
ルを澄明で均一になるまで、ゆっくりと泡立てないように転倒混
和する（約45秒間）。

5 プレミックス液の内容確認
タキソテール点滴静注用バイアルの混和が終わったら、溶液が澄
明で均一に混和していることを確認後、ある程度泡が消えるまで
数分間放置する。均一でない場合は、均一になるまで混和を繰り
返す。
このプレミックス液は、１mL中に10mgのドセタキセルを含有する。

6 必要量の抜き取り
タキソテール点滴静注用の投与量に合わせ、必要量を注射筒で抜
き取る。例えば、必要量が70mgのときには、プレミックス液を７
mL抜き取る。

7 点滴用ボトルへの注入
抜き取ったプレミックス液を250又は500mLの生理食塩液又は５％
ブドウ糖液に混和する。（調製後は速やかに使用すること）

調製法②　添付溶解液を使用しない場合
アルコールに過敏な患者へ投与する場合は、下記の方法により調製
すること。

1 タキソテール点滴静注用（20mg製剤と80mg製剤）と調製用輸液
タキソテール点滴静注用バイアルと調製用の生理食塩液又は５％
ブドウ糖液を用意する。

2 生理食塩液又はブドウ糖液の注入
本剤は過量充塡されているため、80mgバイアルには７mL、20mg
バイアルには1.8mLの生理食塩液又は５％ブドウ糖液を用いて溶
解する。

3  プレミックス液（タキソテール点滴静注用と調製用輸液の混合液）
の調製
タキソテール点滴静注用バイアルに生理食塩液又は５％ブドウ糖
液を注入したら、直ちに激しく振り混ぜる。

4 プレミックス液の内容確認
タキソテール点滴静注用バイアルの混和が終わったら、ある程度
泡が消えるまでバイアルを倒立させて放置（約10分間）し、溶液
が澄明で均一に混和していることを確認する。均一でない場合（例
えば、ゼリー様の塊が浮遊している場合など）、均一になるまで混
和を繰り返す。
このプレミックス液は、１mL中に10mgのドセタキセルを含有する。

放置

5 必要量の抜き取り
タキソテール点滴静注用の投与量に合わせ、必要量を注射筒で抜
き取る。例えば、必要量が70mgのときには、プレミックス液を７
mL抜き取る。

6 点滴用ボトルへの注入
抜き取ったプレミックス液を250又は500mLの生理食塩液又は５％
ブドウ糖液に混和する。（調製後は速やかに使用すること）

調製方法

本剤は注射用ドセタキセルで、最高用量は食道癌・子宮体癌では70mg/㎡、その他の癌腫では75mg/㎡です。

調製時の注意事項：
１）　プレミックス液調製後は速やかに輸液（生理食塩液又は５％ブドウ糖液）に混和すること。輸液と混和した後は速やかに使用すること。
２）　他剤との混注を行わないこと。
３）  本剤が皮膚に付着した場合には、直ちに石鹸及び多量の流水で洗い流すこと。また、粘膜に付着した場合には、直ちに多量の流水で洗い

流すこと。
点滴投与時の留意事項：
エアー針をゴム栓に刺すとボトル内に気泡が発生することがあるので、エアー針はボトル上部に刺すこと。
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